
短期給付については、医療保険制度が変革期にあり今後の予測が難しい状況にあるため、財源率の引き上げを行なわず収入総額
（介護分は除く。以下同じ）を353億4,400万円程と見込んでおります。
一方、支出では前期高齢者納付金が前年度よりも10億円の増加となり、短期経理を圧迫する大きな負担増となっております。医療費及び

高齢者医療制度への拠出金等で総額360億3,800万円程を見込み、収支の結果6億9,400万円程の当期短期損失金を見込んでおります。
短期財政安定のためには、医療費を増加させない取組

みが必須となりますので、今年度においても「平成28年度
医療費適正化対策事業」（12～13ページ参照）を実施し、
医療費の適正化に努めるとともに、ジェネリック医薬品の
普及促進に取り組んでまいります。組合員及び被扶養者の
皆様におかれましては、保健事業の人間ドック等を活用い
ただき疾病予防に引き続き積極的なご協力をお願いいた
します。
なお、平成28年度における特定保険料率（組合員の給

与総額に対する高齢者医療制度への支援割合を千分率で
表したもの）は、44.00‰となります。 　

保健給付等
16,342,765

病床転換支援金
34

掛金・負担金
30,794,143

その他
2,088,608

当期短期
損失金
694,882

前年度繰越
支払準備金
2,460,945

その他
2,166,656

次年度繰越支払準備金
2,460,727

退職者給付
拠出金
495,198

老人保健
拠出金
141
前期高齢者納付金
後期高齢者支援金  14,573,057

支 出 36,038,578 収 入 35,343,696

（単位：千円）

●組合員と被扶養者の皆様の医療費等の給付を行う経理です。 短期経理短期経理

総 則 事 項
　共済組合の事業計画及び予算編成にあたっては、例年、総務省が示す基準に沿っ
て編成をしております。
　平成28年度の主な事業の概要について、お知らせいたします。
　短期経理の財政状況は、支出については、前期高齢者納付金が大幅に増加するこ
とが見込まれ、また、収入については、給料の高い層の退職の影響で掛金・負担金の
減少傾向が見込まれるため、引き続き、厳しい状況ですが、前年度から繰り越した短
期積立金の一部を取り崩し、平成28年度も財源率を据え置くことといたしました。
　長期経理については、共済年金が昨年10月に厚生年金と統合されたことに伴い、
長期経理が廃止され、「厚生年金保険経理」、「退職等年金経理」及び「経過的長期
経理」の3経理に継承されました。
　厚生年金保険経理の財源率につきましては、平成26年に5年に1度の再計算が実
施され、平成30年まで毎年9月に引き上げられ、平成28年度は9月より掛金・負担金率をあわせて、総報酬ベースで千分の3.54の引
き上げになります。
　退職等年金経理は廃止された職域年金に替わる退職等年金給付に係る経理で、財源率は昨年10月以降と同様の千分の7.5、経過
的長期経理については、旧の職域部分等の給付に係る経理で昨年10月以降に対し、マイナス0.76の千分の0.187となります。
　保健経理については、前年度と同様の財源率とし、平成27年度末には、一定の積立金を保有する見込みとなるため、昨年の共済懇
談会の要望を精査した結果、疾病予防対策を中心に事業の拡充を図り、インフルエンザ予防接種の助成限度を1,000円引き上げ、人
間ドック・併診ドック補助額もそれぞれ2,000円引き上げ、また、レクリエーション施設等の追加契約もさせていただきました。
　なお、事業計画と予算編成の基礎となる組合員数等の推計値については、上表のとおりです。

　去る2月24日第199回組合会において、平成28年度の事業
計画及び予算が議決されました。
　3月号では改正内容の概要をお知らせしましたが、今月号は
各経理の予算収支を中心にお知らせします。

事業計画及び予算決まる平成
28年度

●共済組合の概況
所 属 所 数 112所属所
組 合 員 数 54,511人
任意継続組合員数 2,306人
被 扶 養 者 数 52,339人
平 均 標 準
報 酬 の 月 額

短期 389,177円
長期 385,887円

平 均 標 準 期 末
手 当 等 の 額

短期 1,534,420円
長期 1,529,886円

原口理事長（鴻巣市長）第199回組合会にて
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富岡議員（熊谷市長） 関根議員（上里町長） 新井議員（吉見町長） 持田議員（小川町）

　被用者年金一元化後の厚生年金給付に係る経理となります。
　厚生年金の財源率は平成30年に従前の厚生年金保険料と同率になるま
で、毎年9月に引き上げられます。その財源率で徴収した組合員保険料と所
属所負担金と基礎年金拠出金に係る負担金及び追加費用として14.9‰で
徴収した負担金もこちらの経理で徴収し、総額739億円程の全額を連合会へ払い込みます。

（単位：千円）

支出 組合員保険料・所属所負担金払込金 73,900,793

収入 組合員保険料・所属所負担金 73,900,793

●厚生年金の組合員保険料・負担金を収納し、連合会へ払い込む経理です。厚生年金保険経理厚生年金保険経理

　被用者年金一元化により廃止された職域相当部分にかわり新設された「退職払い年
金給付」を支払う経理です。平成27年10月以降発生する公務上の障害・遺族の年金給
付についても、こちらの経理で取扱います。
　掛金・負担金率の7.5‰は連合会で示された上限値となり、その率で徴収された49
億4,000万円程の全額を連合会へ払い込みます。

（単位：千円）

支出 掛金・負担金払込金 4,940,324

収入 掛金・負担金 4,940,324

退職等年金経理退職等年金経理 ● 「年金払い退職給付」の支払いのため掛金・負担金を収納し、
連合会へ払い込む経理です。

　全国市町村職員共済組合連合会で管理・運用を行っている年金資金の一部について、連合
会から預託されて運用を行っており、平成28年度の運用額については、預金3億4,400万円、
市町村債の引き受け74億9,400万円及び貸付経理への長期貸付金88億3,100万円を合計
した166億6,900万円程を見込んでおります。
　収入については、運用益として利息及び配当金2億8,543万円程を見込んでおります。
　支出については、運用益の利息及び配当金の全額を支払利息として連合会へ払い込むこととなります。

（単位：千円）

支出 支払利息 285,430

収入 利息及び配当金 285,430

●  被用者年金一元化により、旧預託金管理経理における平成27年9月末
の資産・負債を10月1日付け承継し、新たに設けられた経理です。経過的長期預託金管理経理経過的長期預託金管理経理

　被用者年金一元化により廃止された旧職域相当部分の支払いや既裁定の公務上年金を
支払うための経理となります。平成28年度は所属所負担金として公務財源率0.187‰で徴
収した額と追加費用として1.8‰で徴収した額の総額5億2,800万円程を全額連合会へ払い
込みます。

（単位：千円）

支出 負担金払込金 528,316

収入 負担金 528,316

経過的長期経理経過的長期経理 ● 旧職域相当部分の支払いなどのため公務財源として負担金を徴収し、
連合会へ払い込む経理です。

田中議員（所沢市） 國分議員（さいたま市） 板山議員（草加市）
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　業務経理に要する費用のうち、一部は短期経理（組
合員一人当たり1,930円）から繰り入れる措置が講じ
られております。
　また、従来の長期経理からの繰り入れについては、
当該経理が平成27年9月末で廃止され、厚生年金保
険経理及び経過的長期経理に継承されたことにより
両経理からの繰り入れとなり、長期給付事業の一元処
理的処理を行っている全国市町村職員共済組合連合
会より連合会交付金として交付されることとなります。
（厚生年金保険経理及び経過的長期経理からの繰入
相当額　組合員1人当たり3,080円）
　なお、退職等年金経理に係る事務費については、そ
の事務に要した実額を連合会交付金として交付されることとなっております。
　また、地方公共団体負担金については、地財計画措置額に相当する額（年額10,440円）をお願いすることとなります。
　収入については、事務費負担金、連合会交付金及び短期経理より繰入金が中心となります。
　支出の主なものとしては、共済組合事務局の事務室等の賃借料1億2,110万円、委託費1億530万円及び事務費5,600万円等
必要最小限の費用を見込んでおりますが、平成28年度末には110万円の当期損失金が生じる見込みとなっております。今後なお
一層の経費削減に努力してまいりますので、ご理解の程よろしくお願いいたします。

支 出 945,272 944,119収 入

事務費
負担金
払込金
253,305

職員給与
269,433

事務費
負担金
569,200

短期経理
より繰入
105,226

連合会
交付金
267,507

賃借料
121,168

委託費 105,322

事務費 
56,088

その他
139,956 その他 2,186

当期損失金 1,153

（単位：千円）

●共済組合業務の事務費・人件費及び共済組合運営の諸経費を賄う経理です。業務経理業務経理

保健経理保健経理

疾病予防
対策費
691,337

当期損失金
26,635

掛金・負担金
1,347,032

施設利用
助成費
151,998

保健体育
奨励費等  
172,400

その他
477,297

その他
119,365

支 出 1,493,032 収 入 1,466,397
（単位：千円）　主な支出として、人間ドック等の疾病予防対策費に約6億

9,100万円、草津保養所・契約保養所等の利用助成に約１億
5,200万円、スポーツ大会、レクリエーション助成等に約１億
7,200万円などの支出を見込んでいます。
　なお、特定健康診査・特定保健指導に要する費用につい
ては、約5,000万円を計上しています。
　また、保健事業の内容については、6ページに掲載してお
りますので、ご参照ください。

●  組合員と被扶養者の皆様の疾病予防と健康の保持・増進に関する
事業を実施している経理です。

●草津保養所アルペンローゼを運営する経理です。宿泊経理宿泊経理（草津保養所）（草津保養所）

　おかげさまで平成27年7月リニューアルオープンいたしま
して、多くの組合員とご家族の方にご利用いただいておりま
す。平成28年度の利用率は、平成27年度決算見込み利用率
63％に努力目標値を加味し、65％と推計、施設収入を約2億
8,150万円と見込んでおります。この施設収入は5月30日か
ら6月3日までの5日間メンテナンス工事のため休館をさせて
いただきますので、360日営業日で算出しております。
　支出につきましては、利用者へのサービス低下に繋がらな
い経費を削減し、飲食材料費等アルペンローゼの運営に必要
な経費として総額約3億5,960万円を見込ませていただき、
年度末には当期損失金として約2,230万円生じる見込みと
なっております。
　今後も経費削減に努めながら、多様な趣味教養講座及び「春の特別企画」、「秋・冬の特別企画」など普及宣伝活動を積極的に実
施し、利用率向上に努めてまいります。
　なお、保健経理からの繰入金として4,000万円を見込んでおり、この繰入分については、減価償却費の一部に充てるものであり
ます。

支 出 359,518 収 入 337,234

施設収入
281,487

商品売上
11,040

その他
4,707

保健経理より繰入
40,000

当期損失金
22,284

その他
83,582

光熱水料
及び燃料費
37,600

事業用
消耗品費
16,661

商品仕入
8,688

減価償却費
52,145

委託費及び
委託管理費
97,169

飲食材料費
63,673

（単位：千円）
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●さいたま共済会館を運営する経理です。宿泊経理宿泊経理（会館）（会館）

　平成28年度の利用率は、努力目標数値を加味させていただき、
52％と推計し、収入総額を1億7,113万円と見込んでおります。
　一方、主な支出につきましては、平成28年度は冷暖房屋内機の不
具合の懸念があり、利用者へのサービスを向上させる観点から、当
該設備内部の点検及び薬品洗浄を行う予定とし、その費用を含めた
委託費と会館設備保守費用の委託管理費を合わせ4,587万円を予
定させていただきました。その他、会館維持管理に必要な経費を中
心に見込みまして、支出総額は1億4,512万円となり、収支の結果、
2,601万円の当期利益金が生じる見込みとなっております。
　今後も普及宣伝活動を積極的に実施し、利用率向上に努めてまい
ります。

支 出 145,111 収 入 171,129

施設収入
52,528

賃貸料
117,754

その他
847

当期利益金
26,018

光熱水料
12,391

修繕費
6,330

その他
48,899

減価償却費
31,615

委託費及び
委託管理費
45,876

（単位：千円）

松本議員（新座市） 金田議員（越谷市） 横溝議員（川越市）

●  組合員の皆様からお預かりした貯金を安全かつ効率的に運用し、
有利な利息を支払うことを目的とした経理です。貯金経理貯金経理

利息及び配当金
7,710,228

その他
212,664

当期利益金
324,840

その他
349,846

支払利息
7,522,570

支 出 7,735,234 収 入 8,060,074
（単位：千円）　共済預金については、市中金利が依然として低金利の状況で

はありますが、欠損金補てん積立金（不測の事態に備える積立
金）を法定所要額（貯金額の5%）以上保有しておりますので、現
行の利率1.8%を維持し、組合員の皆様に還元いたします。
　今年度は、貯金額が49億500万円増加することを見込んでお
り、年度末貯金残高は4,267億円程となり、組合員にお支払いす
る支払利息は約75億2,257万円の支出を見込んでおります。

白井議員（吉川市） 川野議員（川口市） 坂本議員（深谷市） 寺山学識経験監事

組合員貸付金利息
274,470

その他
112,768

支払利息
233,250

支 出 346,018 収 入 275,703

その他
1,233

当期損失金
70,315

（単位：千円）

●住宅建築資金、生活必需物資の購入資金、被扶養者等の入学及び非常災害等により、
　　 臨時に資金を必要とする場合に貸付を実施する経理です。貸付経理貸付経理

　貸付経理の資金は、毎月長期掛金として納めていただいてい
る年金資金の一部が充てられており、この資金を「経過的長期
預託金管理経理からの借入金」といい、平成28年度においては、
19億4,000万円程返済する予定です。
　今年度につきましても、貸付金の残高が減少する見込みと
なっており、主な収入である組合員貸付金利息は、2億7,400万
円程を見込み、主な支出である経過的長期預託金管理経理へ
の支払利息は2億3,300万円程を見込んでおります。
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──保健事業の内容──
項　目 対　象　者 事　業　内　容 手　続　き　等

特定健康診査 40歳以上75歳未満の
組合員及び被扶養者 生活習慣病予防に着目した特定健康診査を実施

任意継続組合員及び被扶養者は受診券により受診
（人間ドック及び併診ドック受検者を除く）
組合員は所属所が行う健康診断及び人間ドックまた
は併診ドックで受検する

特定保健指導
保健指導の必要な40歳
以上75歳未満の組合員
及び被扶養者

特定保健指導を実施 保健指導対象者は利用券により医療機関等で指導
を受ける

人間ドック 30歳以上の組合員
及び被扶養配偶者

27,000円を限度に助成、乳がん検診等のオプ
ション検査は検査料の8割を助成

・ 予防検診申込書を事前に提出し、予防検診利用証
明書の交付を受ける
・ 任意機関のときは受検後、予防検診補助金交付申
請書を提出する
・ 人間ドック、脳ドック及び併診ドックいずれかの
選択制

脳ドック 30歳以上の組合員
及び被扶養配偶者 30,000円を限度に助成

併診ドック 30歳以上の組合員
及び被扶養配偶者

42,000円を限度に助成 ､乳がん検診等のオプ
ション検査は検査料の8割を助成

成人病検診 組合員及び被扶養
配偶者 胃検診・大腸検診の自己負担分を助成 職場で受検または居住市区町村で受検した場合は

共済事務担当課で手続きする

婦人検診 組合員及び被扶養
配偶者 乳検診・子宮検診の自己負担分を助成 居住市区町村で受検し共済事務担当課で手続きす

る
カウンセリング助成 組合員及び被扶養者 面接により実施し、70,000円を限度に助成 指定機関に予約し面談する

インフルエンザ助成 組合員及び被扶養者 インフルエンザ予防接種を受けた場合に、1年度
内1回2,000円を限度に助成

インフルエンザ予防接種助成金請求書に領収書等
を添付して提出する

在宅介護助成 組合員及び被扶養者
在宅での介護機器のレンタル料（月50,000円
限度）又は購入費用（機器ごとの購入費用の
1/2で最高100,000円限度）を助成

介護機器レンタル料等助成に伴う承認申請書を提
出する

妊婦保健助成 組合員及び被扶養者
出産費（家族出産費）を受給できる者で、医師
の健康診断を受けた場合に、10,000円を限度に
助成
※双児の場合も10,000円限度

出産費（家族出産費）請求書を提出する

草津保養所利用助成 組合員及び被扶養者
草津保養所1泊6,000円（朝食付3,200円・素
泊り2,700円）を助成
※3歳以上を対象

保養施設利用券交付依頼書を提出する

委託保養所及び
契約保養所利用助成 組合員及び被扶養者

委託保養所及び契約保養所 (3泊限度 )1人1泊
3,500円を助成
※それぞれ3歳以上を対象

利用券交付依頼書を提出する

さいたま共済会館
利用助成 組合員及び被扶養者 会館利用の際に1人100円を助成 さいたま共済会館利用助成券を提出する

共同主催の球技大会 組合員 野球・バレー・サッカー・ソフトテニス・卓球・
ソフトボール大会　※隔年開催 幹事市町村が委託金交付申請書を提出する

共済主催の大会 組合員及び被扶養者 弓道・ゴルフ    ※隔年開催

『共済だより』に掲載する申込書を提出する各種スポーツ教室 組合員及び被扶養者 親子スキー・ゴルフ・スキー・弓道教室、スノー
ボード講習会　※ゴルフ・弓道教室は隔年開催

囲碁・将棋大会 組合員及び被扶養者 囲碁・将棋大会　※隔年開催

写真展 組合員及び被扶養者 写真展　※隔年開催 『共済だより』に掲載する申込書を添付して作品を
応募する

レクリエーション
施設利用助成 組合員及び被扶養者

遊園地等の入場料を 1 人 1 回につき 1,500
円を限度に助成（それぞれの施設につき、
1年度内 1人 1回が限度　日帰り温泉、映画館、
キャンプ場は3回が限度）

共済事務担当課で交付する利用券を施設窓口に提
出する

健康保養奨励 組合員及び被扶養者 草津保養所利用者に係る周辺施設の利用助成 草津保養所フロントで利用券の交付を受け施設窓口
に提出する

健康づくり事業 組合員及び被扶養者 健康講座（県内2会場） 『共済だより』に掲載する申込書を提出、もしくは、
本組合ホームページから申込をする

お問い合わせ先　総務課　☎048-822-3301

融資金償還利息
77,236

当期利益金
8,146

支 出 75,575 収 入 83,721

販売
手数料
4,480

その他
2,005その他

7,720

支払利息
67,855

（単位：千円）

●自動車購入資金の融資を中心とした、物資の供給をする経理です。物資経理物資経理
　自動車融資にかかる資金は、貯金経理からの借入金が充てら
れています。
　平成28年度の融資については、前年度よりやや増加した融資件数
を見込んでおります。また、貯金経理からの借入金を2億円程借入れ、
1億円程返済する計画となっております。
　この結果、主な収入である融資金償還利息は7,700万円程を
見込んでおります。また、主な支出である貯金経理への支払利
息については6,700万円程を見込んでおります。
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